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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】エコモードに設定することができるリモコンを
提供する。
【解決手段】省エネルギー運転を実行する給湯器を遠隔
操作するための操作部と、給湯器の作動状態や操作部の
操作状況等の情報を表示する表示部とを備えるリモコン
である。操作部の操作によって、表示部に省エネルギー
運転の設定メニュー画面が表示される。この設定メニュ
ー画面１７０では、省エネルギー運転を実現可能である
と共に、同時に選択した場合にそれぞれ独立して実行可
能な複数の使用態様のパターンが表示され、操作部の操
作によって、使用態様のパターンを任意に選択自在であ
る。このパターンは、使用態様のパターンを選択した場
合に実行される給湯器の省エネルギー運転によって利用
者が受ける影響の種別を利用者が予め想定できるように
表示するよう設定される。リモコンは、選択された前記
使用態様パターンに応じた省エネルギー運転を前記給湯
器に実行させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　省エネルギー運転を実行自在な給湯器を遠隔操作するための操作部と、前記給湯器の作
動状態や前記操作部の操作状況等の所定情報を表示する表示部とを備えるリモコン装置に
おいて、
　前記操作部の所定操作によって、前記表示部に前記省エネルギー運転の設定メニュー画
面が表示され、
　前記設定メニュー画面では、前記省エネルギー運転を実現可能であると共に、同時に選
択された場合にそれぞれ独立して実行可能な複数の使用態様のパターンが表示され、前記
操作部の所定操作によって、前記使用態様のパターンを任意に選択自在であり、
　前記使用態様のパターンは、一の使用態様のパターンを選択した場合に実行される給湯
器の省エネルギー運転によって利用者が受ける影響の種別を利用者が予め想定できるよう
に表示するよう設定され、
　前記操作部の所定操作によって、選択された前記使用態様パターンに応じた前記省エネ
ルギー運転を前記給湯器に実行させることを特徴とするリモコン装置。
【請求項２】
　請求項１記載のリモコン装置において、
　前記給湯器は温水を供給する複数種類の給湯端末へ熱を供給するものであって、
　前記使用態様のパターンは、前記複数種類の給湯端末が実行できる省エネルギー運転を
個別に選択可能に設定されることを特徴とするリモコン装置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載のリモコン装置において、
　前記給湯器は、前記省エネルギー運転が実行されている場合には、前記省エネルギー運
転が実行されていない通常運転が実行されている場合と比較したエネルギーの削減量を算
出する削減量算出手段を備えるものであり、
　前記リモコン装置は、前記削減量算出手段で算出された前記削減量を前記表示部に表示
させることを特徴とするリモコン装置。
【請求項４】
　請求項１～３記載のリモコン装置において、
　前記給湯器は、前記省エネルギー運転が実行されている場合には、前記省エネルギー運
転が実行されていない通常運転が実行されている場合と比較したエネルギーの削減量を算
出する削減量算出手段を備えるものであり、
　前記リモコン装置は、前記操作部の所定操作によって、エネルギーの削減量の目標値を
設定自在な目標値設定手段を備え、
　前記目標値設定手段により設定された目標値と前記削減量算出手段で算出された削減量
とを比較し、前記目標値に対する前記削減量の達成度合いを前記表示部に表示させること
を特徴とするリモコン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エコモードを選択できる給湯器のリモコン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、省エネルギー運転を実行できる給湯器を遠隔操作するための操作部と、前記給湯
器の所定情報を表示する表示部とを備える給湯器のリモコンが知られている。前記リモコ
ンでは、省エネルギーを実現するために、給湯の際に節水を指示しないノーマルモードと
、給湯流量を制限することにより節水を指示するように設定したエコモードとの２つのモ
ードの選択メニュー画面が表示部に表示され、前記操作部の操作によって前記モードの選
択が可能とされている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
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　また、給湯器において省エネルギー運転を実現可能とする給湯器の動作としては、前記
給湯流量の制限以外にも、自動湯張り終了後のふろへの補水量の制限や保温時間の短縮等
の複数の使用態様が知られている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１１２６６９号公報
【特許文献２】特開平６－１９３９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、例えば、前記給湯流量の制限という省エネルギー運転を実行した場合に
は、通常のノーマルモードであれば利用者が満足する流量が供給されるのに対し、エコモ
ードでは給湯流量が制限される結果として、利用者によっては、お湯の出が悪いと不快に
感じる場合がある。このように、省エネルギー運転を実現可能とする複数の使用態様の中
には、利用者が不快と感じないものもある一方で、当該省エネルギー運転を実行した結果
、通常のノーマルモードの運転で実現される給湯器の性能が発揮されなくなることから、
給湯器の利用者が不快あるいは使い勝手が悪いと感じるものもある。
【０００６】
　したがって、ノーマルモードとエコモードとの２つのモードの選択が可能とされている
給湯器のリモコンにおいて、当該エコモードが前記複数の使用態様を一括して設定するも
のであった場合には、利用者は、そのエコモードの中に不快に感じる使用態様が一部に含
まれていることで、エコモードを全体として不快に感じ、エコモードそのものを選択しな
いという問題点がある。
【０００７】
　そして、この利用者の不快感の有無は、利用者の好みに左右される部分が大きいため、
全ての利用者が不快に感じない使用態様のみからなるエコモードを、リモコン装置の製造
メーカが予め予想して作成することは困難である。
【０００８】
　かかる問題点を解決するためには、個々の利用者が、前記複数の使用態様の中で、自ら
が不快に感じない省エネルギー運転のみをさせるために、それぞれ必要な個々の設定を変
更する必要がある。
【０００９】
　しかしながら、この必要とされる個々の設定変更をするためには、利用者は、メニュー
画面の中から当該使用態様を設定できる設定画面を探すと共に、変更したい設定を適切に
数値変更する作業を行わなければならない。この設定変更は、煩雑であり、かつ、どのよ
うに数値変更すれば、自らが不快に感じない省エネルギー運転が実現可能か理解できない
可能性が高いという不都合がある。
【００１０】
　本発明は、かかる不都合を解消して、利用者が、自らが受忍しうる省エネルギー運転の
ための使用態様を選択することにより、自己の好みに合ったエコモードを容易に設定する
ことができるリモコン装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　かかる目的を達成するために、本発明のリモコン装置は、省エネルギー運転を実行自在
な給湯器を遠隔操作するための操作部と、前記給湯器の作動状態や前記操作部の操作状況
等の所定情報を表示する表示部とを備えるリモコン装置において、前記操作部の所定操作
によって、前記表示部に前記省エネルギー運転の設定メニュー画面が表示され、前記設定
メニュー画面では、前記省エネルギー運転を実現可能であると共に、同時に選択された場
合にそれぞれ独立して実行可能な複数の使用態様のパターンが表示され、前記操作部の所
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定操作によって、前記使用態様のパターンを任意に選択自在であり、前記使用態様のパタ
ーンは、一の使用態様のパターンを選択した場合に実行される給湯器の省エネルギー運転
によって利用者が受ける影響の種別を利用者が予め想定できるように表示するよう設定さ
れ、前記操作部の所定操作によって、選択された前記使用態様パターンに応じた前記省エ
ネルギー運転を前記給湯器に実行させることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のリモコン装置では、前記操作部の所定操作によって、前記表示部に省エネルギ
ー運転を実現可能な複数の使用態様のパターンが表示された設定メニュー画面が表示され
る。この表示された複数の使用態様のパターンは、同時に選択した場合にそれぞれ独立し
て実行可能なものである。
【００１３】
　そして、前記使用態様のパターンは、一の使用態様のパターンを選択した場合に利用者
が受ける影響の種別を、利用者に予め想定させるように表示される。
【００１４】
　給湯器がふろについて実行する省エネルギー運転をする場合を例にとって説明すれば、
「補水あり・なし」等の表示により、自動湯張り終了後のふろへの補水量が制限される（
２回目又は２人目がふろに入ったときはふろの湯量が少ない）ことを利用者に予め想定さ
せ、あるいは、「節約保温」等の表示により、自動湯張り終了後のふろの保温時間が短縮
される（２回目又は２人目がふろに入ったときはふろの温度がぬるい）等の利用者が受け
る影響の種別を、利用者に予め想定させるように表示される。
【００１５】
　そのため、利用者は、前記設定メニュー画面に表示された前記複数の使用態様のパター
ンの中から、自らが受忍しうる前記使用態様のパターンを選択することができる。
【００１６】
　この結果、本発明のリモコン装置によれば、利用者は、自己の好みに合ったエコモード
を容易に設定することができる。
【００１７】
　なお、複数の使用態様のパターンは、それぞれ単独で選択することが可能であるととも
に、同時に複数を選択することも可能であり、また、同時に複数を選択したとしても、同
時にそれぞれ独立して実行可能なものである。したがって、例えば、節水レベルが複数段
階存在するような同時に選択できない、もしくは、同時に選択したとしても同時にそれぞ
れ独立して実行できないものは含まれない（例えば、１０％節水と２０％節水という使用
態様のパターンは同時に実行できない）。また、この同時に実行とは、期間・時間が重複
しうるという意味であり、同一時間内に実行するという意味ではない。
【００１８】
　本発明のリモコン装置において、前記給湯器は温水を供給する複数種類の給湯端末へ熱
を供給するものであって、前記使用態様のパターンは、前記複数種類の給湯端末が実行で
きる省エネルギー運転を個別に選択可能に設定されるように構成されてもよい。
【００１９】
　前記使用態様のパターンとは、例えば、「ちょこっと節水」、「高効率ふろ運転」、「
ふろ温度セーブ」、「補水あり・なし」、「節約保温」、「セーブ床暖房」、「マイルド
床暖房」等、給湯器が制御する対象が異なると共に、利用者が受ける影響の種別が異なる
ものであり、例えば節水レベルが、複数段階存在するような、利用者が受ける影響の程度
が異なるものではない。
【００２０】
　前記構成を備えるリモコン装置によれば、利用者は、前記設定メニュー画面に表示され
た、前記複数種類の給湯端末が実行できる省エネルギー運転を表示した複数の使用態様の
パターンの中から、自らが受忍しうる前記使用態様のパターンを選択することができる。
【００２１】
　この結果、前記構成を備えるリモコン装置によれば、利用者は、前記給湯器が前記複数
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の給湯端末へ熱を供給する複合機であっても、前記給湯端末ごとに各設定画面からエコモ
ードを個別に設定する必要はなく、前記設定メニュー画面に前記使用態様のパターンが表
示されるので、自己の好みに合ったエコモードを容易に設定することができる。
【００２２】
　なお、前記給湯端末は、例えば、ふろ、給湯口、床暖房、または、温水ルームヒータ等
である。
【００２３】
　本発明のリモコン装置において、前記給湯器は、前記省エネルギー運転が実行されてい
る場合には、前記省エネルギー運転が実行されていない通常運転が実行されている場合と
比較したエネルギーの削減量を算出する削減量算出手段を備えるものであり、前記リモコ
ン装置は、前記削減量算出手段で算出された前記削減量を前記表示部に表示させることが
好ましい。
【００２４】
　前記構成を備えるリモコン装置によれば、前記表示部には、一の使用態様のパターンを
選択した場合に利用者が受ける影響と一の使用態様のパターンを選択した結果として削減
されたエネルギーの削減量とが表示される。この結果、利用者は、一の使用態様のパター
ンを選択した場合に利用者が受ける影響とエネルギーの削減量とから利害得失を考慮する
ことで、自らが受忍しうる前記使用態様のパターンを選択することができるので、自己の
好みに合ったエコモードを容易に設定することができる。
【００２５】
　本発明のリモコン装置において、前記給湯器は、前記削減量算出手段を備えるものであ
り、前記リモコン装置は、前記操作部の所定操作によって、エネルギーの削減量の目標値
を設定自在な目標値設定手段を備え、前記目標値設定手段により設定された目標値と前記
削減量算出手段で算出された削減量とを比較し、前記目標値に対する前記削減量の達成度
合いを前記表示部に表示させることが好ましい。
【００２６】
　前記構成を備えるリモコン装置によれば、利用者は、前記操作部の所定操作によって、
エネルギーの削減量の目標値を設定することができる。そして、利用者は、前記リモコン
装置の前記表示部の表示から、前記目標値に対する前記削減量の達成度合いを認識するこ
とができる。
【００２７】
　この結果、利用者は、前記削減量の達成度合いの過不足から、自己の前記目標実現のた
めに必要に応じて、自らが受忍しうる前記使用態様のパターンの選択を修正することがで
きるので、自己の好みに合ったエコモードを容易に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の給湯器のリモコン装置が使用された温水供給システムの全体構成図。
【図２】本発明の給湯器のリモコン装置の構成図。
【図３】本発明の給湯器のリモコン装置におけるノーマルモード及びエコモードの設定処
理及び選択処理を示すフローチャート。
【図４】図３に示した設定処理及び選択処理の表示画面の表示例を示す説明図。
【図５】各種エコモード（複数の使用態様のパターン）の具体的内容を説明した説明図。
【図６】ちょこっと節水を選択した場合の省エネルギー運転の評価処理を説明するフロー
チャート。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　次に、添付の図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。
【００３０】
　図１に示すように、本実施形態のリモコン装置１は、給湯器２を遠隔操作するものであ
り、給湯器２と通信ケーブル３を介して接続されている。給湯器２は、マイクロコンピュ
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ータ等により構成される給湯器コントローラ２１によって全体の作動が制御され、給湯管
４０を介してカラン４や、給湯管５０を介して浴槽５に湯を供給する給湯機能と、温水循
環回路６０を介して床暖房機６に温水を供給する温水暖房機能とを備えている。
【００３１】
　図２に示すように、本実施形態のリモコン装置１は、給湯器２の運転状態等を表示する
表示部１００、メニュー画面を表示させるメニュースイッチ１１、選択操作を行うための
ＤＯＷＮスイッチ１２とＵＰスイッチ１３、決定操作を行うための決定スイッチ１４、決
定を取り消すための戻るスイッチ１５を備えている。
【００３２】
　リモコン装置１は、上記スイッチ１１～１５によって入力される各種遠隔操作の指令を
、通信ケーブル３を介して給湯器コントローラ２１に処理させている。また、表示部１０
は、特に限定はないが、本実施形態では、自発光素子のドットマトリクスで構成されてい
る。
【００３３】
　次に、図３及び図４に示したフローチャートに従って、各種メニューの設定処理及び選
択処理を説明する。
【００３４】
　まず、給湯器コントローラ２１は、メニュースイッチ１１が押されたか否かを判定する
（図３／ＳＴＥＰ１００）。その結果、メニュースイッチ１１が押されたこと要件として
（図３／ＳＴＥＰ１００・・ＹＥＳ）、表示部１００に「メニュー画面」（図４／１１０
）を表示させる（図３／ＳＴＥＰ１１０）。
【００３５】
　次に、この表示画面の状態において、利用者によりＤＯＷＮスイッチ１２若しくはＵＰ
スイッチ１３及び決定スイッチ１４が操作されることによって、各種メニューの中から、
エコモードメニュー（図４／１１０／７．エコモード）が選択されたか否かを判定する（
図３／ＳＴＥＰ１２０）。
【００３６】
　まず、エコモードメニューが選択されなかった場合、すなわち、エコモードメニュー以
外のノーマルモードの他のメニューが選択された場合を説明する（図３／ＳＴＥＰ１２０
・・ＮＯ）。
【００３７】
　エコモードメニュー以外のノーマルモードの他のメニューが選択された場合には、給湯
器コントローラ２１は、当該選択された他のメニューを表示させる（図３／ＳＴＥＰ１３
０）。具体的には、例えば図４では、前記「メニュー画面」（図４／１１０）のうち「１
．ふろ」が選択された結果、「ふろメニュー画面」を表示させている（図４／１３０）。
【００３８】
　この表示された各種メニューのなかの個々の設定は、利用者によって変更されうる。給
湯器コントローラ２１は、この設定変更に応じて、変更後の個々の設定を認識する（図３
／ＳＴＥＰ１４０）。
【００３９】
　具体的には、例えば図４では、前記「ふろメニュー画面」（図４／１３０）のうち「３
．保温時間」が選択された結果、「保温時間設定画面」（図４／１４０）を表示させてい
る。この表示画面の状態において、利用者によりＤＯＷＮスイッチ１２若しくはＵＰスイ
ッチ１３及び決定スイッチ１４が操作されることによって、保温時間の設定が変更された
か否かを判定する。
【００４０】
　エコモードメニューが選択された場合には（図３／ＳＴＥＰ１２０・・ＹＥＳ）、給湯
器コントローラ２１は、「エコモードメニュー画面」（図４／１５０）を表示させる（図
３／ＳＴＥＰ１５０）。
【００４１】
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　次に、この表示画面の状態において、利用者によりＤＯＷＮスイッチ１２若しくはＵＰ
スイッチ１３及び決定スイッチ１４が操作されることによって、エコモード設定メニュー
（図４／１５０／１．エコモード）とエコモード選択メニュー（図４／１５０／２．エコ
モード選択）とのうち、エコモード選択メニューが選択されたか否かを判定する（図３／
ＳＴＥＰ１６０）。
【００４２】
　エコモード選択メニューが選択された場合（図３／ＳＴＥＰ１６０・・ＹＥＳ）、給湯
器コントローラ２１は、「エコモード選択メニュー画面」（図４／１７０）を表示させる
（図３／ＳＴＥＰ１７０）。この「エコモード選択メニュー画面」の中のそれぞれのエコ
モードは、当該エコモードを選択した場合に実行される給湯器の省エネルギー運転によっ
て利用者が受ける影響を、利用者が予め想定できるように表示するよう設定されている。
【００４３】
　例えば、ちょこっと節水、高効率ふろ運転、ふろ温度セーブ補水あり・なし、節約保温
、セーブ床暖房、マイルド床暖房等、給湯器が制御する対象が異なると共に、利用者が受
ける影響の種別が異なるように設定する。
【００４４】
　なお、利用者に、自己が受ける影響を予め想定させるためには、当該表示以外に、図５
に示すように、使用説明書において、それぞれのエコモードの具体的内容を説明する。
【００４５】
　この表示されたエコモードメニュー（前記省エネルギー運転を実現可能な複数の使用態
様のパターン）のなかの個々のエコモードの選択の有無は、利用者によって変更されうる
。
【００４６】
　給湯器コントローラ２１は、この選択の変更に応じて、変更後の選択された個々のエコ
モードを認識する（図３／ＳＴＥＰ１７１）。
【００４７】
　具体的には、この表示画面の状態において、利用者によりＤＯＷＮスイッチ１２若しく
はＵＰスイッチ１３及び決定スイッチ１４が操作されることによって、個々のエコモード
（使用の態様のパターン）が選択されたか否かを判定し、その結果を表示する。例えば図
４では、前記「エコモード選択メニュー画面」（図４／１７０）のうち「１．ちょこっと
節水、２．高効率ふろ運転、６．セーブ床暖房」が選択された結果、それらの選択項目に
チェックマーク(本実施形態では、レ点)を表示させている。
【００４８】
　このエコモードの選択の変更が行われた場合には、給湯器コントローラ２１は、エコモ
ードが解除されているときには、エコモードを設定する（図３／ＳＴＥＰ１７２）。もと
もとエコモードが設定されている場合には、この処理は行われない。
【００４９】
　次に、給湯器コントローラ２１は、前記設定されたエコモードにより行われた省エネル
ギー運転の結果を評価する（図３／ＳＴＥＰ１７３）。
【００５０】
　この評価のための処理を、図６を用いて以下説明する。図６は、前記「エコモード選択
メニュー画面」（図４／１７０）のうち「１．ちょこっと節水」が選択された場合の、省
エネルギー運転の評価処理を説明するフローチャートである。
【００５１】
　まず、給湯器コントローラ２１は、給湯が開始されたか否かを判定する（図６／ＳＴＥ
Ｐ２００）。その結果、給湯が開始されたことを要件として（図６／ＳＴＥＰ２００・・
ＹＥＳ）、給湯の流量を１０％削減するという節水処理を実行する。例えば、１０L／min
の流量を使用していた場合には、その１０％の１L／minが削減され、流量は９L／minに制
限される。
【００５２】
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　次に、給湯器コントローラ２１は、給湯開始からの給湯運転時間を累積的に計算する（
図６／ＳＴＥＰ２２０）。
【００５３】
　そして、給湯器コントローラ２１は、給湯が停止されたか否かを判定する（図６／ＳＴ
ＥＰ２３０）。この給湯の停止されたことが判定されるまで、前記累積的計算は継続して
実行される。
【００５４】
　次に、給湯が停止されたことを要件として、給湯器コントローラ２１は、節水処理状態
（例えば、９L／min）で使用したエネルギー消費量（ガス、水、電気、ＣＯ２）と、節水
処理を行っていない状態の流量（例えば、１０L／min）で同じ時間使用した場合のエネル
ギー消費量とについて、演算処理を実行する（図６／ＳＴＥＰ２４０）。
【００５５】
　さらに、給湯器コントローラ２１は、エネルギーの削減量の演算処理を実行する。具体
的には、節水処理を行っていない状態（例えば、１０L／min）でのエネルギー消費量から
、節水処理状態（例えば、９L／min）でのエネルギー消費量を引き算する。この結果、求
められた「１．ちょこっと節水」で削減できたエネルギーの削減量について、たとえば、
ガスの削減量をＡ１ｍ３、水の削減量をＢ１ｍ３、電気の削減量をＣ１Ｗｈ、ＣＯ２の削
減量をＤ１ｋｇとして個別に評価する。
【００５６】
　以上が、「１．ちょこっと節水」が選択された場合の、省エネルギー運転の評価処理で
あるが、さらに他のエコモードが設定されていた場合には、給湯器コントローラ２１は、
「１．ちょこっと節水」で削減できたエネルギーの削減量と他のエコモードで削減された
エネルギーの削減量とを、数式（１ａ）、（１ｂ）、（１ｃ）、（１ｄ）にしたがって積
算することにより、積算エネルギー削減量（ガス：Ａｍ３、水：Ｂｍ３、電気：ＣＷｈ、
ＣＯ２：Ｄｋｇ）を演算する。
【００５７】
【数１】

【００５８】
　次に、給湯器コントローラ２１は、エネルギー削減量の目標値の設定がされているか否
かを判定する（図６／ＳＴＥＰ２７０）。
【００５９】
　この目標値の設定がされている場合には（図６／ＳＴＥＰ２７０・・ＹＥＳ）、給湯器
コントローラ２１は、エネルギー削減量の達成割合の演算処理を実行する。具体的には、
数式（２ａ）、（２ｂ）、（２ｃ）、（２ｄ）にしたがって、各エネルギー削減目標値（
ガス：Ａｔｍ３、水：Ｂｔｍ３、電気：ＣｔＷｈ、ＣＯ２：Ｄｔｋｇ）を各積算エネルギ
ー削減量（ガス：Ａｍ３、水：Ｂｍ３、電気：ＣＷｈ、ＣＯ２：Ｄｋｇ）で除算すること
によりエネルギー削減量の達成割合（ガス：ａ％、水の削減量：ｂ％、電気の削減量：ｃ
％、ＣＯ２の削減量：ｄ％）の演算処理を実行する（図６／ＳＴＥＰ２７０）。
【００６０】
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【数２】

【００６１】
　以上が、設定されたエコモードにより行われた省エネルギー運転の結果の評価において
行われる処理である（図３／ＳＴＥＰ１７３）。
【００６２】
　改めて、図３及び図４に示したフローチャートに従って、各種メニューの設定処理及び
選択処理を説明する。
【００６３】
　前記の省エネルギー運転の結果の評価をした場合には、給湯器コントローラ２１は、「
評価結果画面」として「エネルギー削減量画面」（図４／１８０ａ）を表示させる（図３
／ＳＴＥＰ１８０）。さらに、省エネルギー運転の結果の評価として、エネルギー削減量
の達成割合まで評価している場合には、決定スイッチ１４が操作されることによって、「
エネルギー削減達成率画面」（図４／１８０ｂ）を表示させる（図３／ＳＴＥＰ１８０）
。
【００６４】
　一方で、エコモード選択メニューが選択されなかった、すなわち、エコモード設定メニ
ューが選択された場合（図３／ＳＴＥＰ１６０・・ＮＯ）、給湯器コントローラ２１は、
「エコモード設定画面」（図４／１９０）を表示させる。
【００６５】
　この表示されたエコモードを設定するか否かの選択は、利用者によって変更されうる。
給湯器コントローラ２１は、この選択の変更に応じて、エコモードの設定の有無を認識す
る（図３／ＳＴＥＰ１９０）。具体的には、この表示画面の状態において、利用者により
ＤＯＷＮスイッチ１２若しくはＵＰスイッチ１３及び決定スイッチ１４が操作されること
によって、エコモードが設定されたか否かを判定する。
【００６６】
　前記給湯器２のリモコン装置１によれば、メニュースイッチ１１、ＤＯＷＮスイッチ１
２、ＵＰスイッチ１３及び決定スイッチ１４の簡単な操作により、「メニュー画面」、「
エコモードメニュー画面」を介して「エコモード選択メニュー画面」（図４／１７０）が
表示される（図３／ＳＴＥＰ１７０）。この「エコモード選択メニュー画面」は、前記省
エネルギー運転を実現可能な複数の使用態様のパターンである各種のエコモードがメニュ
ーとして選択可能に纏められている。また、このエコモードは、当該エコモードを選択し
た場合に利用者が受ける影響が、利用者が予め想定できるように表示される。
【００６７】
　したがって、利用者は、「エコモード選択メニュー画面」に表示された各種のエコモー
ドの中から、自らが受忍しうるエコモードを選択することができる。特に、本実施態様の
ように、カラン４、浴槽５、床暖房機６など、給湯器に複数種類の給湯端末が接続されて
いる場合には、それぞれ給湯端末の各リモコンにおいて、自己が受忍できるエコモードを
個別に設定すること必要がなく、リモコン装置１のみによって、複数種類の給湯端末の複
数のエコモードの中から、自らが受忍しうるエコモードを選択することができるため、利
便性が高い。
【００６８】
　また、本発明のリモコン装置１によれば、省エネルギー運転の結果の評価として「エネ
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【００６９】
　上記のとおり、利用者は、自らが受ける影響を想定することで、直感的にエコモードを
選択することになる。これに対し、具体的数値を用いて、「エネルギー削減量」を表示す
ることで、利用者は、自らが直感的に選択したエコモードが、具体的にどれだけの省エネ
ルギーを実現しているのか認識することができる。
【００７０】
　この結果、リモコン装置１によれば、利用者は、当該エコモードを選択した場合の使い
勝手の悪さと省エネルギー効果との利害得失を考慮することで、自らが受忍しうるエコモ
ードを容易に選択することができる。
【００７１】
　さらに、本発明のリモコン装置１によれば、省エネルギー運転の結果の評価として「エ
ネルギー削減達成率」が表示されうる。
【００７２】
　これにより、利用者は、自己が設定したエネルギーの削減量の目標値を自己が設定した
エコモードの選択で実現可能かその達成度合いを認識することができる。この結果、利用
者は、この達成度合いの過不足から、自己の前記目標実現のために必要に応じて、エコモ
ードの選択を修正することができる。
【００７３】
　以上、詳説したように、本実施対応に係るリモコン装置１によれば、エコモードの選択
をメニュー画面としてまとめて選択可能とすると共に、直感的にエコモード選択を可能と
したうえで、その選択による結果を具体的に示すことで、自己の好みに合ったエコモード
を容易に設定することができる。
【符号の説明】
【００７４】
　１…リモコン装置、　２…給湯器、　４…カラン、　５…浴槽、　６…床暖房機、１１
…メニュースイッチ、　１２…ＵＰスイッチ、　１３…ＤＯＷＮスイッチ、　１４…決定
スイッチ、　１５…戻るスイッチ、　１００…表示部、　１７０…エコモード選択メニュ
ー画面。



(11) JP 2011-153805 A 2011.8.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2011-153805 A 2011.8.11

【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

